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認
知
症
に
対
す
る
薬
は
従
来
４
種
類

あ
っ
た
が
、今
年
か
ら
新
薬
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
、こ
の
薬
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と

は
言
え
な
い
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
の
時
期
の
人

か
ら
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）の
人
と
、

極
く
早
期
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
患
者
の

み
が
対
象
で
、２
週
間
に
一
回
の
注
射
を

８
ヶ
月
継
続
す
る
と
、認
知
症
の
進
行
を
２

〜
３
年
遅
ら
せ
る
効
果
の
あ
る
薬
で
す
が
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
治
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
し
、他
の
認
知
症
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
薬
の
開
発
は
今
後
急
速
に
進

み
、発
症
予
防
や
、治
癒
を
期
待
で
き
る
よ

う
に
な
る
日
が
来
る
希
望
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。現
状
は
認
知
症
と
し
て
診
断
が

確
立
し
た
人
た
ち
の
示
す
、日
常
生
活
の

不
具
合
や
、社
会
生
活
が
で
き
に
く
く
な

る
障
害（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）に
対
す
る
対
処
療
法

が
中
心
で
し
た
。こ
の
薬
の
対
象
の
人
た
ち

の
み
な
ら
ず
認
知
症
の
人
た
ち
全
て
が
、快

く
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、障
害
者
と
し

て
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、と

も
に
豊
か
に
暮
ら
す
共
生
社
会
を
目
指
し

た「
街
づ
く
り
」が
急
務
と
な
って
い
る
―
こ

の
よ
う
な
時
期
に
認
知
症
基
本
法
が
制
定

さ
れ
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
認
知
症
基

本
法
全
文
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第
一
章
　
総
則（
第
一
条
〜
第
十
条
）

第
二
章
　
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画

等（
第
十
一条
〜
第
十
三
条
）

第
三
章
　
基
本
的
施
策（
第
十
四
条
〜
第

二
十
五
条
）

第
四
条
　
認
知
症
施
策
推
進
本
部（
第
二

十
六
条
〜
第
三
十
七
条
）

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、我
が
国
に
お
け
る

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
認
知
症

で
あ
る
者（
以
下「
認
知
症
の
人
」と
い

う
。）が
増
加
し
て
い
る
現
状
等
に
鑑

み
、認
知
症
の
人
の
尊
厳
を
保
持
し
つつ

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
事
が
で
き
る
よ

う
、認
知
症
に
関
す
る
施
策（
以
下「
認

知
症
施
策
」と
い
う
。）に
関
し
、基
本

理
念
を
定
め
、国
、地
方
公
共
団
体
等

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、及
び
認
知
症

施
策
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、認
知
症
施
策

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等

に
よ
り
、認
知
症
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、も
って
認
知
症
の
人

を
含
め
た
国
民
一
人
一
人
が
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
支
え
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会（
以
下

「
共
生
社
会
」と
い
う
。）の
実
現
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て「
認
知
症
」

と
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ
の
他
の
神
経

変
性
疾
患
、脳
血
管
疾
患
そ
の
他
の
疾

患
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る

程
度
に
ま
で
認
知
機
能
が
低
下
し
た
状

態
と
し
て
政
令
で
定
め
る
状
態
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
認
知
症
施
策
は
、認
知
症
の
人

の
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
す
事
が
で
き
る
よ
う
、次
に
掲
げ

る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
す
べ
て
の
認
知
症
の
人
が
、基
本
的
人

権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
、自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

二
　
国
民
が
、共
生
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
及
び
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

三
　
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る

も
の
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、す
べ
て

の
認
知
症
の
人
が
、社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、地
域
に
お
い
て
安
全
か
つ

安
心
し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、自
己
に
直
接
関
係
す
る
事
項
に
関

し
て
意
見
を
表
明
す
る
機
会
及
び
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に

参
画
す
る
機
会
の
確
保
を
通
じ
て
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
　
認
知
症
の
人
の
意
向
を
十
分
に
尊
重

し
つ
つ
、良
質
か
つ
適
切
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
。

五
　
認
知
症
の
人
に
対
す
る
支
援
の
み
な

ら
ず
、そ
の
家
族
そ
の
他
認
知
症
の
人

と
日
常
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を

有
す
る
者（
以
下「
家
族
等
」と
い
う
。）

に
対
す
る
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、認
知
症
の
人
及
び
家
族
等

が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
日
常
生
活

を
営
む
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

六
　
認
知
症
に
関
す
る
専
門
的
、学
際
的

又
は
総
合
的
な
研
究
そ
の
他
の
共
生
生

活
の
実
現
に
資
す
る
研
究
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、認
知
症
及
び
軽
度
の

認
知
機
能
の
障
害
に
係
る
予
防
、診
断

及
び
治
療
並
び
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
介
護
方
法
、認
知
症
の
人
の
尊
厳

を
保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す

た
め
の
社
会
参
加
の
在
り
方
及
び
認
知

症
の
人
が
他
の
人
々
と
支
え
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境

の
整
備
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
科
学

的
知
見
に
基
づ
く
研
究
等
の
成
果
を
広

く
国
民
が
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
。

七
　
教
育
、地
域
づ
く
り
、雇
用
、保
健
、医

療
、福
祉
そ
の
他
の
各
関
連
分
野
に
お

け
る
総
合
的
な
取
組
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
。

（
国
の
責
務
） 

第
四
条
　（
略
）

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）第
五
条（
略
）

（
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
の
責
務
）第
六
条（
略
）

（
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
含
む
基
盤

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者

の
責
務
）第
七
条（
略
）

（
国
民
の
責
務
）第
八
条（
略
）

（
認
知
症
の
日
及
び
認
知
症
月
間
）第
九
条

（
略
）認
知
症
の
日
は
９
月
21
日
、９
月

を
認
知
症
月
間
と
す
る
。

（
法
制
上
の
措
置
等
）第
十
条（
略
）

第
二
章

　認
知
症
施
策
推
進
基
本
法
計

画
等

（
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
）第
十
一条

（
略
）

（
都
道
府
県
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）第

十
二
条（
略
）

（
市
町
村
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）第
十

三
条（
略
）

第
三
章

　基
本
的
施
策

（
認
知
症
の
人
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の

増
進
等
）第
十
四
条（
略
）

（
認
知
症
の
人
の
生
活
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
推
進
）第
十
五
条（
略
）

（
認
知
症
の
人
の
社
会
参
加
の
機
会
の
確

保
等
）第
十
六
条（
略
）

（
認
知
症
の
人
の
意
思
決
定
の
支
援
及
び

権
利
利
益
の
保
護
）第
十
七
条（
略
）

（
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
整
備
等
）第
十
八
条（
略
）

（
相
談
体
制
の
整
備
等
）第
十
九
条（
略
）

（
研
究
等
の
推
進
等
）第
二
十
条（
略
）

（
認
知
症
の
予
備
等
）第
二
十
一条（
略
）

（
認
知
症
施
策
の
施
策
の
策
定
に
必
要
な

調
査
の
実
施
）第
二
十
二
条（
略
）

（
多
様
な
主
体
の
連
携
）第
二
十
三
条

（
略
）

（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援
）第
二

十
四
条（
略
）

（
国
際
協
力
）第
二
十
五
条（
略
）

第
四
章

　認
知
症
施
策
推
進
本
部

（
設
置
）第
二
十
六
条（
略
）

（
所
掌
事
務
）二
十
七
条（
略
）

（
組
織
）第
二
十
八
条（
略
）

（
認
知
症
施
策
推
進
本
部
長
）第
二
十
九

条（
略
）本
部
長
は
内
閣
総
理
大
臣

を
も
って
充
て
る

（
認
知
症
施
策
推
進
副
部
長
）第
三
十
条

（
略
）本
部
に
内
閣
官
房
長
官
、健
康・

医
療
戦
略
推
進
法（
略
）担
当
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
を
も
って
充
て
る

（
認
知
症
施
策
本
部
員
）第
三
十
一
条

（
略
）本
部
員
は
、本
部
長
、副
本
部
長

以
外
の
全
て
の
国
務
大
臣
を
充
て
る

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）第
三
十

二
条（
略
）

（
認
知
症
施
策
推
進
関
係
者
会
議
）第
三

十
三
条（
略
）

（
関
係
者
会
議
）第
三
十
四
条（
略
）委
員

二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

（
事
務
）第
三
十
五
条（
略
）

（
主
任
の
大
臣
）第
三
十
六
条（
略
）

（
主
任
の
大
臣
）第
三
十
六
条（
略
）

（
政
令
への
委
任
）第
三
十
七
条（
略
）

附
則（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る

（
検
討
）

２
　
本
部
に
つ
い
て
は
、こ
の
法
律
の
施
行

後
５
年
を
目
途
と
し
て
総
合
的
な
検

討
が
加
え
ら
れ
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。

３
　
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、国
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
後
５
年
を
目
途
と
し

て
、こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

追
記（
法
案
提
出
理
由
）・・（
省
略
）

　
以
上
の
こ
と
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、

認
知
症
及
び
そ
の
家
族
、さ
ら
に
は
国
民

全
て
の
人
が
、希
望
の
持
て
る
豊
か
な
共
生

社
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、高
齢
者
の

ケ
ア
の
た
め
に
、誰
も
が
実
行
で
き
る「
ユマ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
再
考
と
題
し
て
、改
め
て
次

回
か
ら
の
さ
わ
ら
び
会
誌
の
医
学
講
話
で

の
べ
る
予
定
で
す
。

小
橋 

修

福
祉
村
病
院 

院
長

認
知
症
基
本
法
の
成
立
に
際
し
て
思
う
こ
と

　共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

　
　
　
　街
づ
く
り
を
目
指
し
て｛
ユマニ
チ
ュ
ー
ド
再
考
｝
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認
知
症
に
対
す
る
薬
は
従
来
４
種
類

あ
っ
た
が
、今
年
か
ら
新
薬
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
、こ
の
薬
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と

は
言
え
な
い
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
の
時
期
の
人

か
ら
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）の
人
と
、

極
く
早
期
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
患
者
の

み
が
対
象
で
、２
週
間
に
一
回
の
注
射
を

８
ヶ
月
継
続
す
る
と
、認
知
症
の
進
行
を
２

〜
３
年
遅
ら
せ
る
効
果
の
あ
る
薬
で
す
が
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
治
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
し
、他
の
認
知
症
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
薬
の
開
発
は
今
後
急
速
に
進

み
、発
症
予
防
や
、治
癒
を
期
待
で
き
る
よ

う
に
な
る
日
が
来
る
希
望
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。現
状
は
認
知
症
と
し
て
診
断
が

確
立
し
た
人
た
ち
の
示
す
、日
常
生
活
の

不
具
合
や
、社
会
生
活
が
で
き
に
く
く
な

る
障
害（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）に
対
す
る
対
処
療
法

が
中
心
で
し
た
。こ
の
薬
の
対
象
の
人
た
ち

の
み
な
ら
ず
認
知
症
の
人
た
ち
全
て
が
、快

く
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、障
害
者
と
し

て
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、と

も
に
豊
か
に
暮
ら
す
共
生
社
会
を
目
指
し

た「
街
づ
く
り
」が
急
務
と
な
って
い
る
―
こ

の
よ
う
な
時
期
に
認
知
症
基
本
法
が
制
定

さ
れ
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
認
知
症
基

本
法
全
文
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０
2
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年
６
月
成
立
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第
一
章
　
総
則（
第
一
条
〜
第
十
条
）

第
二
章
　
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画

等（
第
十
一条
〜
第
十
三
条
）

第
三
章
　
基
本
的
施
策（
第
十
四
条
〜
第

二
十
五
条
）

第
四
条
　
認
知
症
施
策
推
進
本
部（
第
二

十
六
条
〜
第
三
十
七
条
）

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、我
が
国
に
お
け
る

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
認
知
症

で
あ
る
者（
以
下「
認
知
症
の
人
」と
い

う
。）が
増
加
し
て
い
る
現
状
等
に
鑑

み
、認
知
症
の
人
の
尊
厳
を
保
持
し
つつ

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
事
が
で
き
る
よ

う
、認
知
症
に
関
す
る
施
策（
以
下「
認

知
症
施
策
」と
い
う
。）に
関
し
、基
本

理
念
を
定
め
、国
、地
方
公
共
団
体
等

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、及
び
認
知
症

施
策
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、認
知
症
施
策

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等

に
よ
り
、認
知
症
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、も
って
認
知
症
の
人

を
含
め
た
国
民
一
人
一
人
が
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
支
え
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会（
以
下

「
共
生
社
会
」と
い
う
。）の
実
現
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て「
認
知
症
」

と
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ
の
他
の
神
経

変
性
疾
患
、脳
血
管
疾
患
そ
の
他
の
疾

患
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る

程
度
に
ま
で
認
知
機
能
が
低
下
し
た
状

態
と
し
て
政
令
で
定
め
る
状
態
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
認
知
症
施
策
は
、認
知
症
の
人

の
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
す
事
が
で
き
る
よ
う
、次
に
掲
げ

る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
す
べ
て
の
認
知
症
の
人
が
、基
本
的
人

権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
、自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

二
　
国
民
が
、共
生
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
及
び
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

三
　
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る

も
の
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、す
べ
て

の
認
知
症
の
人
が
、社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、地
域
に
お
い
て
安
全
か
つ

安
心
し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、自
己
に
直
接
関
係
す
る
事
項
に
関

し
て
意
見
を
表
明
す
る
機
会
及
び
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に

参
画
す
る
機
会
の
確
保
を
通
じ
て
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
　
認
知
症
の
人
の
意
向
を
十
分
に
尊
重

し
つ
つ
、良
質
か
つ
適
切
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
。

五
　
認
知
症
の
人
に
対
す
る
支
援
の
み
な

ら
ず
、そ
の
家
族
そ
の
他
認
知
症
の
人

と
日
常
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を

有
す
る
者（
以
下「
家
族
等
」と
い
う
。）

に
対
す
る
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、認
知
症
の
人
及
び
家
族
等

が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
日
常
生
活

を
営
む
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

六
　
認
知
症
に
関
す
る
専
門
的
、学
際
的

又
は
総
合
的
な
研
究
そ
の
他
の
共
生
生

活
の
実
現
に
資
す
る
研
究
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、認
知
症
及
び
軽
度
の

認
知
機
能
の
障
害
に
係
る
予
防
、診
断

及
び
治
療
並
び
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
介
護
方
法
、認
知
症
の
人
の
尊
厳

を
保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す

た
め
の
社
会
参
加
の
在
り
方
及
び
認
知

症
の
人
が
他
の
人
々
と
支
え
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境

の
整
備
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
科
学

的
知
見
に
基
づ
く
研
究
等
の
成
果
を
広

く
国
民
が
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
。

七
　
教
育
、地
域
づ
く
り
、雇
用
、保
健
、医

療
、福
祉
そ
の
他
の
各
関
連
分
野
に
お

け
る
総
合
的
な
取
組
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
。

（
国
の
責
務
） 

第
四
条
　（
略
）

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）第
五
条（
略
）

（
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
の
責
務
）第
六
条（
略
）

（
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
含
む
基
盤

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者

の
責
務
）第
七
条（
略
）

（
国
民
の
責
務
）第
八
条（
略
）

（
認
知
症
の
日
及
び
認
知
症
月
間
）第
九
条

（
略
）認
知
症
の
日
は
９
月
21
日
、９
月

を
認
知
症
月
間
と
す
る
。

（
法
制
上
の
措
置
等
）第
十
条（
略
）

第
二
章

　認
知
症
施
策
推
進
基
本
法
計

画
等

（
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
）第
十
一条

（
略
）

（
都
道
府
県
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）第

十
二
条（
略
）

（
市
町
村
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）第
十

三
条（
略
）

第
三
章

　基
本
的
施
策

（
認
知
症
の
人
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の

増
進
等
）第
十
四
条（
略
）

（
認
知
症
の
人
の
生
活
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
推
進
）第
十
五
条（
略
）

（
認
知
症
の
人
の
社
会
参
加
の
機
会
の
確

保
等
）第
十
六
条（
略
）

（
認
知
症
の
人
の
意
思
決
定
の
支
援
及
び

権
利
利
益
の
保
護
）第
十
七
条（
略
）

（
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
整
備
等
）第
十
八
条（
略
）

（
相
談
体
制
の
整
備
等
）第
十
九
条（
略
）

（
研
究
等
の
推
進
等
）第
二
十
条（
略
）

（
認
知
症
の
予
備
等
）第
二
十
一条（
略
）

（
認
知
症
施
策
の
施
策
の
策
定
に
必
要
な

調
査
の
実
施
）第
二
十
二
条（
略
）

（
多
様
な
主
体
の
連
携
）第
二
十
三
条

（
略
）

（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援
）第
二

十
四
条（
略
）

（
国
際
協
力
）第
二
十
五
条（
略
）

第
四
章

　認
知
症
施
策
推
進
本
部

（
設
置
）第
二
十
六
条（
略
）

（
所
掌
事
務
）二
十
七
条（
略
）

（
組
織
）第
二
十
八
条（
略
）

（
認
知
症
施
策
推
進
本
部
長
）第
二
十
九

条（
略
）本
部
長
は
内
閣
総
理
大
臣

を
も
って
充
て
る

（
認
知
症
施
策
推
進
副
部
長
）第
三
十
条

（
略
）本
部
に
内
閣
官
房
長
官
、健
康・

医
療
戦
略
推
進
法（
略
）担
当
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
を
も
って
充
て
る

（
認
知
症
施
策
本
部
員
）第
三
十
一
条

（
略
）本
部
員
は
、本
部
長
、副
本
部
長

以
外
の
全
て
の
国
務
大
臣
を
充
て
る

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）第
三
十

二
条（
略
）

（
認
知
症
施
策
推
進
関
係
者
会
議
）第
三

十
三
条（
略
）

（
関
係
者
会
議
）第
三
十
四
条（
略
）委
員

二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

（
事
務
）第
三
十
五
条（
略
）

（
主
任
の
大
臣
）第
三
十
六
条（
略
）

（
主
任
の
大
臣
）第
三
十
六
条（
略
）

（
政
令
への
委
任
）第
三
十
七
条（
略
）

附
則（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る

（
検
討
）

２
　
本
部
に
つ
い
て
は
、こ
の
法
律
の
施
行

後
５
年
を
目
途
と
し
て
総
合
的
な
検

討
が
加
え
ら
れ
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。

３
　
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、国
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
後
５
年
を
目
途
と
し

て
、こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

追
記（
法
案
提
出
理
由
）・・（
省
略
）

　
以
上
の
こ
と
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、

認
知
症
及
び
そ
の
家
族
、さ
ら
に
は
国
民

全
て
の
人
が
、希
望
の
持
て
る
豊
か
な
共
生

社
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、高
齢
者
の

ケ
ア
の
た
め
に
、誰
も
が
実
行
で
き
る「
ユマ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
再
考
と
題
し
て
、改
め
て
次

回
か
ら
の
さ
わ
ら
び
会
誌
の
医
学
講
話
で

の
べ
る
予
定
で
す
。

小
橋 

修

福
祉
村
病
院 

院
長

認
知
症
基
本
法
の
成
立
に
際
し
て
思
う
こ
と

　共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

　
　
　
　街
づ
く
り
を
目
指
し
て｛
ユマニ
チ
ュ
ー
ド
再
考
｝

共生社会の実現を推進するための
認知症基本法（認知症基本法）全文
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◆
は
じ
め
に

　血
管
性
認
知
症
に
は
粗
大
な
脳
梗
塞
や

脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
に
よ
る
も
の
も

あ
る
が
、高
血
圧
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
微

小
血
管
の
血
流
障
害
に
よ
る
小
血
管
病
性

認
知
症
も
重
要
で
あ
る
。種
々
の
認
知
症

の
鑑
別
診
断
に
お
い
て
、臨
床
、画
像
診
断

の
検
討
で
は
微
小
血
管
の
血
流
障
害
の
病

態
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。微

小
血
管
の
血
流
障
害
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
や
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
も

合
併
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、そ
の
程
度
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
皮
質
下
血
管
性
認
知
症
と
は

　大
脳
半
球
の
皮
質
下
白
質
を
環
流
す
る

小
・
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
性
変
化
に
よ
り
、

白
質
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
認
知
症
を
皮
質
下
血
管
性
認
知
症
と
い

う
。従
来
か
ら
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
病
と
称

さ
れ
て
き
た
。臨
床
的
に
は
緩
徐
発
症
例

も
あ
る
が
、脳
梗
塞
を
契
機
と
し
て
急
激

な
発
症
例
も
あ
り
、そ
の
進
行
は
階
段
状
、

動
揺
性
が
あ
る
。局
所
神
経
症
状
を
示
し
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
比
し
て
物

忘
れ
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
、遂

行
機
能
障
害
が
目
立
つ
。歩
行
は
早
期
か

ら
障
害
さ
れ
、血
管
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ

ム
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。高
血
圧
、糖
尿
病

の
合
併
が
高
頻
度
で
あ
る
。画
像
で
は
脳

M
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強
調
画
像
で
白
質
が

高
輝
度
で
、虚
血
性
白
質
病
変
と
い
わ
れ

る
。ま
た
基
底
核
や
白
質
に
多
発
性
の
小

梗
塞
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

◆
皮
質
下
血
管
性
認
知
症
の
病
理

　病
理
所
見
の
特
徴
は
皮
質
下
白
質
が
柔

ら
か
く
大
小
不
同
の
小
梗
塞
が
散
在
し
、

基
底
核
で
は
小
梗
塞
と
血
管
周
囲
腔
が
拡

大
し
、側
脳
室
の
拡
大
が
目
立
つ
。ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
よ
う
な
脳
の
萎
縮

は
な
い
。脳
底
部
の
血
管
の
動
脈
硬
化
が

強
い
。髄
鞘
染
色
で
は
白
質
の
有
髄
線
維

密
度
が
低
下
し
、淡
明
化
し
、神
経
線
維
の

脱
落
と
グ
リ
ア
細
胞
の
減
少
、組
織
の
粗

鬆
化
が
認
め
ら
れ
る
。白
質
内
を
走
行
す

る
細
動
脈
硬
化
が
目
立
つ
。基
底
核
で
は

高
血
圧
性
の
血
管
壊
死
を
認
め
る
こ
と
が

多
い
。白
質
が
主
病
変
で
あ
り
、皮
質
の
変

化
は
軽
い
。

◆
お
わ
り
に

　血
管
性
認
知
症
の
剖
検
例
は
当
院
神
経

病
理
研
究
所
に
も
多
数
蓄
積
さ
れ
て
い
る

が
、純
粋
な
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
病
と
病
理

学
的
診
断
さ
れ
る
症
例
は
多
く
は
な
い
。

多
く
は
粗
大
な
脳
梗
塞
や
出
血
を
合
併
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
よ
う
な
他
の
変
性
型
認
知
症

の
所
見
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

今
後
と
も
合
併
所
見
の
乏
し
い
症
例
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　１月20日、障害福祉サービス事業所 すみれの多目的ホールをお借りして明日香家族会勉強会が行われました。明
日香勉強会は、家族主体の勉強会で毎年開催されています。今回は「成年後見制度について学びたい」との意向
を受け、豊川市の認定NPO法人東三河後見センター 古川伸様を講師に招き実施しました。当日は、ご家族27名に
加え、職員、ご利用者、グループ内の他施設のご家族等を含め合計36名が参加しました。
　成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障がい等の理由で判断能力の不十分な方 を々保護し、支援する
制度です。まず、古川様より成年後見制度の説明や実際に古川様がかかわったケースなどお話頂き、その後、事前
にご家族からいただいていた質問に答えていただきました。
　成年後見制度の現状の問題点として、親族後見人の割合が低い点（2021年末で約20％）、被後見人等と後見人
の相性が悪く、信頼関係が築けなくても、後見人を変更することが困難である点があり、それを解決する一つの手段
が市民後見人である事を学びました。
　近年、ご家族からも親なき後の不安や成年後見制度に関しての話が出る機会が増えてきています。引き続き家族
会においても定期的に勉強会を実施していくとともに、私たち職員も利用者様のために勉強をしてまいりたいと思いま
す。 （安田）
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図3：左はKluver―Barrera染色、右は
H.E染色。白質の髄鞘は淡明化し、基底
核や白質に多発性の小梗塞を認める。

図4：左は大脳白質の細動脈硬化、右は基底核の高血
圧性血管壊死。

図2：大脳白質は陥凹し、脳梁は萎縮し、基底
核や白質に多発性の小梗塞を認める。

図１：MRIのFLAIR画像で白質が高輝度で、虚血性白質病変を示し、基底核や白質に多
発性の小梗塞を認める。辺縁系の萎縮はない。
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明日香家族会勉強会開催
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明日香家族会勉強会開催
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◆
は
じ
め
に

　血
管
性
認
知
症
に
は
粗
大
な
脳
梗
塞
や

脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
に
よ
る
も
の
も

あ
る
が
、高
血
圧
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
微

小
血
管
の
血
流
障
害
に
よ
る
小
血
管
病
性

認
知
症
も
重
要
で
あ
る
。種
々
の
認
知
症

の
鑑
別
診
断
に
お
い
て
、臨
床
、画
像
診
断

の
検
討
で
は
微
小
血
管
の
血
流
障
害
の
病

態
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。微

小
血
管
の
血
流
障
害
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
や
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
も

合
併
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、そ
の
程
度
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
皮
質
下
血
管
性
認
知
症
と
は

　大
脳
半
球
の
皮
質
下
白
質
を
環
流
す
る

小
・
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
性
変
化
に
よ
り
、

白
質
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
認
知
症
を
皮
質
下
血
管
性
認
知
症
と
い

う
。従
来
か
ら
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
病
と
称

さ
れ
て
き
た
。臨
床
的
に
は
緩
徐
発
症
例

も
あ
る
が
、脳
梗
塞
を
契
機
と
し
て
急
激

な
発
症
例
も
あ
り
、そ
の
進
行
は
階
段
状
、

動
揺
性
が
あ
る
。局
所
神
経
症
状
を
示
し
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
比
し
て
物

忘
れ
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
、遂

行
機
能
障
害
が
目
立
つ
。歩
行
は
早
期
か

ら
障
害
さ
れ
、血
管
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ

ム
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。高
血
圧
、糖
尿
病

の
合
併
が
高
頻
度
で
あ
る
。画
像
で
は
脳

M
RI

のFLA
IR,T

2

強
調
画
像
で
白
質
が

高
輝
度
で
、虚
血
性
白
質
病
変
と
い
わ
れ

る
。ま
た
基
底
核
や
白
質
に
多
発
性
の
小

梗
塞
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

◆
皮
質
下
血
管
性
認
知
症
の
病
理

　病
理
所
見
の
特
徴
は
皮
質
下
白
質
が
柔

ら
か
く
大
小
不
同
の
小
梗
塞
が
散
在
し
、

基
底
核
で
は
小
梗
塞
と
血
管
周
囲
腔
が
拡

大
し
、側
脳
室
の
拡
大
が
目
立
つ
。ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
よ
う
な
脳
の
萎
縮

は
な
い
。脳
底
部
の
血
管
の
動
脈
硬
化
が

強
い
。髄
鞘
染
色
で
は
白
質
の
有
髄
線
維

密
度
が
低
下
し
、淡
明
化
し
、神
経
線
維
の

脱
落
と
グ
リ
ア
細
胞
の
減
少
、組
織
の
粗

鬆
化
が
認
め
ら
れ
る
。白
質
内
を
走
行
す

る
細
動
脈
硬
化
が
目
立
つ
。基
底
核
で
は

高
血
圧
性
の
血
管
壊
死
を
認
め
る
こ
と
が

多
い
。白
質
が
主
病
変
で
あ
り
、皮
質
の
変

化
は
軽
い
。

◆
お
わ
り
に

　血
管
性
認
知
症
の
剖
検
例
は
当
院
神
経

病
理
研
究
所
に
も
多
数
蓄
積
さ
れ
て
い
る

が
、純
粋
な
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
病
と
病
理

学
的
診
断
さ
れ
る
症
例
は
多
く
は
な
い
。

多
く
は
粗
大
な
脳
梗
塞
や
出
血
を
合
併
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
よ
う
な
他
の
変
性
型
認
知
症

の
所
見
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

今
後
と
も
合
併
所
見
の
乏
し
い
症
例
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　１月20日、障害福祉サービス事業所 すみれの多目的ホールをお借りして明日香家族会勉強会が行われました。明
日香勉強会は、家族主体の勉強会で毎年開催されています。今回は「成年後見制度について学びたい」との意向
を受け、豊川市の認定NPO法人東三河後見センター 古川伸様を講師に招き実施しました。当日は、ご家族27名に
加え、職員、ご利用者、グループ内の他施設のご家族等を含め合計36名が参加しました。
　成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障がい等の理由で判断能力の不十分な方 を々保護し、支援する
制度です。まず、古川様より成年後見制度の説明や実際に古川様がかかわったケースなどお話頂き、その後、事前
にご家族からいただいていた質問に答えていただきました。
　成年後見制度の現状の問題点として、親族後見人の割合が低い点（2021年末で約20％）、被後見人等と後見人
の相性が悪く、信頼関係が築けなくても、後見人を変更することが困難である点があり、それを解決する一つの手段
が市民後見人である事を学びました。
　近年、ご家族からも親なき後の不安や成年後見制度に関しての話が出る機会が増えてきています。引き続き家族
会においても定期的に勉強会を実施していくとともに、私たち職員も利用者様のために勉強をしてまいりたいと思いま
す。 （安田）
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さ
わ
ら
び
会
各
施
設
の
名
称
由
来

萬
葉
集
と
様
々
な
文
化
に
思
い
を
込
め
て

医

療

法

人���
社
会
福
祉
法
人

さ
わ
ら
び

石い
わ

激ば
し

る
垂た

る

水み

の
上
の
早さ

わ

蕨ら
び

の

　

萌も

え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

志し

貴き

皇の
み

子こ

 

「
岩
の
上
を
激
し
く
流
れ
る
滝
の
ほ
と
り
で
は
さ
わ
ら
び
が
芽
を
出
す　

春
に
な
っ
た
こ
と

だ
な
ぁ
」

　

寒
く
て
長
い
冬
が
や
っ
と
終
り
、
す
べ
て
が
芽
吹
く
春
が
来
た
喜
び
を
、
志
貴
皇
子

が
素
直
に
の
び
の
び
と
歌
い
あ
げ
た
こ
の
歌
は
理
事
長
山
本
孝
之
が
萬
葉
集
の
中
で
最

も
好
き
な
歌
で
す
。
理
事
長
山
本
が
最
初
に
設
立
し
た
山
本
病
院
の
院
内
報
に
「
さ
わ

ら
び
」
と
初
め
て
名
付
け
、
現
在
も
月
刊
機
関
誌
「
さ
わ
ら
び
」
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
医
療
法
人
、
そ
し
て
、
豊
橋
市
牛
川
町
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
初

め
て
開
設
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ま
た
福
祉
村
に
初
め
て
開
設
し
た
特
養
に
も

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

珠
藻
荘

打う
ち

麻そ

を
麻お

績み
の

王お
お
き
み

白
あ
　
ま水
郎
な
れ
や
伊い

良ら

虞ご

の
島
の
珠た

ま

藻も

刈
り
ま
す

作
者
不
明

　

理
事
長
山
本
孝
之
は
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
戦
時
中
か
ら
萬
葉
集
を
愛
読
し
て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
山
本
病
院
で
、
そ
の
後
設
立
し
て
い
っ
た
福
祉
施
設
の
名
前
も
こ
の
歌
集
か

ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
萬
葉
集
以
外
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
称
の
由
来
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
回
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
歌
に
つ
い
て
理
事
長
山
本
孝
之
が
書
い
た
も
の
を

改
編
し
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。（
谷
）

 「
麻お

み
の
お
お
き
み

績
王
は
海あ

人ま

あ
ま
な
の
だ
ろ
う
か
（
そ
う
で
は
な
い
の
に
）
伊
良
湖
の
島
の
海
藻
を

お
刈
り
に
な
っ
て
い
る
」

う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
浪
に
ぬ
れ

伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
食お

す
麻お

み
の
お
お
き
み

績
王

 「
命
が
惜
し
い
の
で　

私
は
波
に
濡
れ
な
が
ら
伊
良
湖
の
島
の
海
藻
を
刈
り
取
っ
て
食
べ

る
の
で
す
」

　

福
祉
村
に
最
初
に
作
っ
た
身
体
障
害
者
療
養
施
設
に
は
天
武
天
皇
の
時
代
に
麻お

み
の
お
お
き
み

績
王

が
流
罪
と
な
っ
た
時
に
詠
ま
れ
た
歌
と
そ
れ
を
受
け
て
麻お

み
の
お
お
き
み

績
王
自
身
が
詠
っ
た
歌
か
ら

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

麻お
み
の
お
お
き
み

績
王
が
流
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
萬
葉
集
で
は
伊
勢
国
伊
良
虞
（
現

在
の
愛
知
県
田
原
市
伊
良
湖
ま
た
は
伊
良
湖
岬
に
ほ
ど
近
い
三
重
県
鳥
羽
市
神
島
町
の

神
島
）、
日
本
書
紀
で
は
天
武
四
年
四
月　

因
幡
に
配
流
、
風
土
記
で
は
常
陸
国
行
方
郡

板
子
に
配
流
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
麻お

み
の
お
お
き
み

績
王
が
詠
っ
た
と
さ
れ
る
歌
も
後
の
世
の

詠
み
人
が
麻
績
王
に
な
り
き
っ
て
詠
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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若
菜
荘

明
日
よ
り
は
若わ

か

菜な

摘つ

ま
む
と
標し

め
し
野
に

　
　

昨
日
も
今
日
も
雪
は
降
り
つ
つ

山や
ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

 

「 

明
日
か
ら
は
若
菜
を
摘
も
う
と
、
野
に
標し

め

を
張
っ
て
お
い
た
の
に
、
昨
日
も
今
日
も

雪
が
降
っ
て
い
ま
す
」

　

志
貴
皇
子
が
滝
の
ほ
と
り
に
芽
吹
い
た
さ
わ
ら
び
を
見
て
「
春
が
来
た
」
と
歌
っ
た

の
に
対
し
山
部
赤
人
は
そ
ろ
そ
ろ
若
菜
を
摘
む
季
節
な
の
に
昨
日
も
今
日
も
雪
が
降
る

様
を
見
て
「
春
よ
来
い
」
と
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
様
々
な
人
生
の
中
で
辛

く
凍
え
る
よ
う
な
冬
の
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
高
齢
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
理

事
長
山
本
孝
之
が
願
い
を
込
め
て
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
若
菜
荘
と
名
付
け
ま
し
た
。

あ
か
ね
荘

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標し

野め

行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

額ぬ
か
た
の
お
お
き
み

田
王

 「
茜
色
の
紫
草
の
野
を
行
き
、
立
ち
入
り
が
禁
じ
ら
れ
た
天
皇
の
御
料
地
の
野
で
あ
な
た

が
私
に
袖
を
振
る
の
を
野
守
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」

紫む
ら

草さ
き

の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め
や
も

大お
お

海あ
ま

人の

皇お
う

子じ

 「
紫
草
の
よ
う
に
美
し
い
あ
な
た
が
憎
い
な
ら
人
妻
で
あ
る
あ
な
た
を
こ
ん
な
に
恋
し
く

は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
」

　

天
智
天
皇
七
年
五
月
五
日
蒲
生
野（
滋
賀
県
南
部
）で
行
わ
れ
た
薬く

す

猟が
り

で
詠
わ
れ
た
歌
。

男
性
は
薬
の
材
料
と
な
る
鹿
を
、
女
性
は
薬
草
を
採
る
行
事
で
そ
の
後
行
わ
れ
た
宴
で

読
ま
れ
ま
し
た
。
天
智
天
皇
の
妻
で
あ
る
額
田
王
が
御
料
地
に
立
ち
入
り
求
愛
の
仕
草

で
あ
る
袖
を
振
る
禁
断
の
恋
を
詠
っ
た
歌
に
対
し
元
夫
で
あ
る
大お

お

海あ
ま

人の

皇お
う

子じ

が
返
し
た

歌
。
現
在
で
は
宴
で
の
戯
れ
の
歌
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

若
菜
荘
開
設
の
翌
年
作
っ
た
知
的
障
害
者
更
生
施
設
に
は
、
額
田
王
が
詠
っ
た
歌
か

ら
、
あ
か
ね
荘
と
名
付
け
ま
し
た
。

明
日
香

飛
ぶ
鳥
の
明あ

日す

香か

の
里
を
置
き
て
去い

な
ば

　

君
が
あ
た
り
は
見
え
ず
か
も
あ
ら
む

元げ
ん

明め
い

天て
ん

皇の
う

  

「
明
日
香
の
里
を
置
い
て
奈
良
の
都
に
行
っ
て
し
ま
え
ば
あ
な
た
の
い
る
と
こ
ろ
は
も

う
見
え
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
」

　

天
智
天
皇
の
第
四
皇
女
で
あ
ら
れ
た
阿
閉
皇
女
は
日
並
皇
子
と
結
婚
さ
れ
、
文
武
天

皇
を
産
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
文
武
天
皇
が
崩
ぜ
ら
れ
た
の
で
跡
を
つ
い
で
即
位
し
て

元
明
天
皇
と
な
ら
れ
、
和
銅
三
年
に
は
都
を
藤
原
宮
か
ら
寧な

ら
の
み
や

楽
宮
に
遷
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
新
し
い
都
へ
行
か
れ
る
途
中（
藤
原
京
と
奈
良
の
都
の
中
間
地
点
の
長
屋
の
原
）で
、

古
都
を
見
返
ら
れ
て
詠
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
の
「
君
」
は
、
文
武
天
皇
の
こ
と
で
は

な
い
か
と
、
理
事
長
山
本
は
こ
う
解
釈
し
、
こ
れ
を
読
む
度
に
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る

想
い
が
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
史
実
で
は
藤
原
京
で
我
が
子
で
あ
る
文
武
天
皇
と
姉
で

あ
る
持
統
天
皇
を
こ
の
地
で
亡
く
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
歌
は
飛
鳥
浄
御
原
京
か

ら
藤
原
京
へ
遷
都
す
る
際
に
姉
で
あ
る
持
統
天
皇
が
詠
っ
た
歌
を
転
用
し
た
歌
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
か
ね
荘
の
次
に
作
っ
た
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
に
は
、
こ
の
歌
よ
り
明
日
香

と
名
付
け
ま
し
た
。

ジ
ュ
ゲ
ム

水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
青
い
馬

今
日
見
る
人
は
か
ぎ
り
無
し
と
い
ふ

大お
お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち
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「
水
鳥
の
鴨
の
羽
の
よ
う
な
青　

そ
の
青
馬
を
今
日
見
る
人
は
長
寿
を
得
る
と
い
い
ま
す
」

　

正
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
青あ

お

馬う
ま
の

節せ
ち

会え

と
い
う
行
事
は
邪
気
を
払
う
た
め
に
行
わ
れ

て
い
た
た
め
、
こ
の
行
事
を
見
た
人
は
長
寿
に
な
る
と
言
わ
れ
る
お
め
で
た
い
歌
で
す
。

病
院
の
隣
に
建
て
た
老
人
保
健
施
設
に
は
、
こ
の
歌
か
ら
ジ
ュ
ゲ
ム
と
名
付
け
ま
し
た
。

し
ろ
が
ね

銀し
ろ
が
ねも
金く

が
ね

も
玉
も
何
せ
む
に
勝
れ
る
宝
子
に
及し

か
め
や
も山や

ま
の

上う
え
の

憶お
く

良ら

 「
銀
も
金
も
玉
も
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
宝
も
子
供
に
は
遠
く
及
び
は

し
な
い
」

　

山
上
憶
良
が
「
子
は
宝
」
を
詠
い
あ
げ
た
歌
で
す
が
詠
ん
だ
時
に
は
齢
六
十
を
超
え

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ジ
ュ
ゲ
ム
の
次
に
作
っ
た
福
祉
村
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
は
こ
の
歌
よ
り
し

ろ
が
ね
と
名
付
け
ま
し
た
。

榛は
り

原は
ら

引ひ
く

馬ま

野の

に
に
ほ
ふ
榛は

り

原は
ら

入
り
乱
り
衣
に
ほ
は
せ
旅
の
し
る
し
に

長な
が

忌の
い

寸み
き

意お

吉き

麻ま

呂ろ
 「

引
馬
野
に
美
し
く
色
づ
い
て
い
る
榛
原
に
分
け
入
っ
て
衣
を
染
め
な
さ
い
、
旅
の
し
る

し
に
」

　

持
統
天
皇
が
文
武
天
皇
に
御
位
を
譲
ら
れ
、
三
河
へ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
お
伴
し
て

き
た
長
奥
磨
（
長な

が

忌の
い

寸み
き

意お

吉き

麻ま

呂ろ

）
が
、
御み

津と

（
豊
川
市
御
津
町
）
の
引
馬
神
社
あ
た
り

の
美
し
い
景
色
を
め
で
て
詠
っ
た
歌
。
旅
先
で
衣
を
染
め
る
行
為
は
そ
の
土
地
の
神
様
の

ご
加
護
を
賜
り
身
に
纏
う
呪
術
的
意
味
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
わ
ら
び
荘
の
お
向
か
い

に
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
、
こ
の
歌
か
ら
は
り
は
ら
と
名
付
け
ま
し
た
。

白し
ら

珠た
ま

白し
ら

珠た
ま

は
人
に
知
ら
れ
ず
知
ら
ず
と
も
よ
し

　
　

わ
れ
し
知
れ
ら
ば
知
ら
ず
と
も
よ
し

元が
ん

興ご
う

寺じ

僧そ
う

侶り
ょ

 「
白
珠
（
真
珠
）
の
真
の
価
値
を
人
は
知
ら
な
い　

知
ら
れ
な
く
て
も
自
分
さ
え
知
っ
て

い
た
ら
い
い
」

　

前
出
の
は
り
は
ら
は
そ
の
後
、
場
所
を
豊
橋
市
平
川
町
に
移
し
定
員
も
十
八
名
と
増
員

し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
発
展
し
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
歌
か
ら
白
珠
と
名
付
け
ま
し
た
。

常と
き

盤わ

八
千
種
の
花
は
移
ろ
ふ
常と

き

わ盤
な
る
松
の
さ
枝
を
我
は
結
ば
な

大お
お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

 「
さ
ま
ざ
ま
に
美
し
い
花
は
衰
え
て
ゆ
き
ま
す
。
常
緑
の
松
の
枝
に
永
遠
の
願
い
を
こ
め

て
、
私
は
そ
れ
を
結
び
ま
し
ょ
う
」

　

散
る
花
よ
り
散
ら
な
い
常
緑
の
松
を
不
変
の
も
の
と
し
て
大
切
に
思
う
と
言
う
意
味
。

豊
橋
市
宮
下
町
に
開
所
い
た
し
ま
し
た
地
域
密
着
型
施
設
、
常
盤
は
こ
の
歌
よ
り
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

す
み
れ
・
す
み
れ
ホ
ー
ム

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来こ

し
我
ぞ

野
を
な
つ
か
し
み
一ひ

と

夜よ

寝
に
け
る

山や
ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

 「
春
の
野
に
す
み
れ
を
摘
も
う
と
や
っ
て
き
た
の
に
、
野
が
あ
ま
り
に
気
持
ち
良
く
て
一

夜
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
」

　

二
〇
二
一
年
五
月
、
西
幸
町
に
開
所
い
た
し
ま
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
す
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み
れ
、
共
同
生
活
援
助
事
業
所
す
み
れ
ホ
ー
ム
は
こ
の
歌
よ
り
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
サ 
デ 

ロ
ー
ザ

　

カ
サ 
デ 
ロ
ー
ザ
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
、「
薔
薇
の
館
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

薔
薇
の
花
言
葉
は
色
別
で
あ
り
、
赤
は
愛
・
美
・
情
熱
、
白
は
尊
敬
・
純
潔
、
赤
＋

白
は
温
か
い
心
、
オ
レ
ン
ジ
は
信
頼
・
絆
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
薔
薇
は
幸

せ
の
象
徴
の
花
で
あ
り
ま
す
。
カ
サ 

デ 

ロ
ー
ザ
の
中
で
暮
ら
さ
れ
る
方
々
の
幸
せ
を
願

い
名
付
け
ま
し
た
。

カ
サ 

ブ
ラ
ン
カ

　

カ
サ 

ブ
ラ
ン
カ
は
、
市
中
心
部
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
三
ノ
輪
町
に
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
白
い
壁
を
基
調
と
し
、
欧
風
の
建
物
を
意
識
し
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で

あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
白
い
館
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
映
画
の
名
作
で
あ
り
、
カ
サ 

ブ
ラ
ン
カ
と
聞
い
て
青
春
時
代
を
思
い
出
す

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
頃
の
楽
し
い
思
い
出
と
共
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
名
付
け
ま
し
た
。

カ
サ 

デ 

ヴ
ェ
ル
デ

　

カ
サ 

デ 

ヴ
ェ
ル
デ
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
緑
の
館
」
を
意
味
し
、
豊
橋
の
中
で
も
緑

豊
か
な
杉
山
の
地
に
設
立
し
ま
し
た
。
自
然
あ
ふ
れ
る
地
域
に
緑
の
屋
根
を
シ
ン
ボ
ル

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ャ
ト
ー
ロ
ー
ズ 

八
町

　

シ
ャ
ト
ー
ロ
ー
ズ
は
英
語
で
「
薔
薇
の
城
」
の
意
味
で
す
。

　

日
本
語
で
城
と
総
称
さ
れ
る
こ
の
言
葉
は
、
元
来
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
建

設
さ
れ
た
邸
宅
（
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）
の
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
防
衛
目

的
の
城
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
ら
の
楽
し
み
の
た
め
に
シ
ャ
ト
ー
を
建
設
し
た
と

も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
る
方
々
の
素
敵
な
邸
宅
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
い
名
付
け
ま
し
た
。

天
伯

　

天
伯
は
、
施
設
が
建
て
ら
れ
た
天
伯
原
の
地
名
で
す
。
豊
橋
技
術
科
学
大
学
も
同
じ

台
地
に
あ
り
、
さ
わ
ら
び
会
は
こ
の
大
学
と
包
括
的
な
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
大
学
も
広
報
誌
「
天
伯
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
に

親
し
ま
れ
る
名
称
で
あ
り
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

名
付
け
ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ス 

福
祉
村

　

フ
ェ
リ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
幸
せ
」
を
意
味
し
、
幸
せ
な
老
後
を
こ
こ
で
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
名
付
け
ま
し
た
。
平
均
寿
命
は
年
々
延
び
て
お
り
、
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ス
福
祉
村
で
、
健
や
か

で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

フ
ジ

　

二
〇
一
八
年
五
月
に
開
所
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
。
五
月
に
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
藤
の
花
と
、
日
本
一
誇
ら
し
い
富
士
山
の
よ
う
に
高
い
目
標
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
の
両
方
を
兼
ね
て
「
フ
ジ
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
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さ
わ
ら
び
荘
で
は
見
守
り
機
器
導
入

に
伴
い
、生
産
性
向
上
に
関
す
る
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、現
在
１
ヶ
月
に
１
回
程
度

機
器
の
有
効
活
用
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。委
員
会
の
中
で
は
、機
器
の
活
用

以
外
に
も
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、さ
わ
ら
び
荘
で
は「
気
づ
き

の
シ
ー
ト
」を
全
職
員
が
毎
月
１
枚
提
出

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。業
務
を
行
う
中

で
の
疑
問
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
に
記
録
と

し
て
残
し
、業
務
の
生
産
性
を
向
上
す
る

と
と
も
に
、漫
然
と
業
務
を
行
う
の
で
は

な
く
常
に
考
え
る
習
慣
を
獲
得
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

（
渡
邊
憲
）

　
フ
ジ
で
は
、２
０
１
９
年
５
月
よ
り
半
年

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
フ
ジ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自

己
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、職
員
が
自

己
評
価
を
し
て
い
ま
す
。チ
ェッ
ク
内
容

は
、さ
わ
ら
び
会
の
理
念
か
ら
始
ま
り
、介

護
業
務
、モ
ラ
ル
な
ど
で
す
。ま
た
今
年

は
、能
登
半
島
地
震
が
あ
り
、い
つ
東
海
地

方
で
南
海
ト
ラ
フ
の
よ
う
な
大
き
な
地
震

が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
と
考
え
、も
し
地

震
が
あ
っ
た
場
合
に
職
員
は
、施
設
で
備

え
て
い
る
懐
中
電
灯
、水
を
入
れ
る
タ
ン

ク
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、飲
み
水
、非
常
食
な

ど
の
保
管
場
所
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
て
、

す
ぐ
に
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
と
いっ
た

項
目
も
追
加
し
ま
し
た
。

　
自
己
評
価
の
前
後
で
は
、入
居
者
様
へ

の
対
応
、職
員
同
士
の
接
し
方
に
変
化
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、一
緒
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ

と
し
て
テ
ス
ト
形
式
の
プ
リ
ン
ト
も
作
成

し
、認
知
症
の
知
識
を
深
め
て
お
り
ま

す
。自
己
評
価
を
す
る
こ
と
で
、入
居
者

様
が
暮
ら
し
や
す
く
、職
員
も
働
き
や
す

い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
作
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

（
大
久
保
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
が
続
く
中
、買
い
物
に
出
る
こ
と

が
難
し
い
入
居
者
様
に
衣
類
の
通
販
雑
誌

で
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
通
販
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
方
に
は

店
頭
で
手
に
取
っ
て
選
ぶ
の
で
は
な
く
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
新

鮮
な
体
験
の
よ
う
で
、職
員
と
会
話
し
な

が
ら
楽
し
く
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
衣
類
だ
け
で
な
く
様
々
な
日

用
品
を
見
て
い
た
だ
き
、楽
し
く
生
活
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
鳥
居
）

　
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
で
は
年
２
回
、利
用

者
様・ご
家
族
に
対
し
て
満
足
度
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。明
日
香
で
は
、昨
年
１

２
月
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
を
確
認
し
な

が
ら
、全
職
員
で
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価・分
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を
行
い
ま
し

た
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の
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は
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年
６
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に
実
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し
た
時
よ
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も
下
が
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て
し
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項
目
が
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く
、ど
う
す
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ば
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が
上
が
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て
い
く

の
か
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様・ご
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の
満
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を
向
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て
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に
は
ど
の
よ
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を

も
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て
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務
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
か

な
ど
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
て
話
し
合
い
ま
し

た
。各
グ
ル
ー
プ
で
出
た「
接
遇
」を
テ
ー

マ
に
職
員
に
よ
る
勉
強
会
も
同
時
に
行
い

ま
し
た
。ま
た
、「
明
日
か
ら
す
ぐ
に
で
き

る
こ
と
」を
個
人
で
決
め
実
施
し
て
お
り

ま
す
。利
用
者
様・ご
家
族
の
施
設
へ
の
満

足
度
が
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上
し
て

い
け
る
よ
う
、業
務

の
見
直
し
、取
り
組

み
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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１
月
10
日
、鏡
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
様
で
お
餅
を
召
し
上
が
る
こ

と
が
困
難
な
方
が
多
い
た
め
、米
粉
を

ム
ー
ス
状
に
し

た
も
の
を
お

餅
に
見
立
て
、

ぜ
ん
ざ
い
の
お

餅
を
召
し
上

が
ら
れ
ま
し

た
。 

（
岩
水
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〜
障
害
者
支
援
施
設 

珠
藻
荘
〜

〜
福
祉
村
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

し
ろ
が
ね
〜

　
１
月
17
日
に
新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
は
お
か
ず
を
ビ
ュッ
フ
ェ
方
式
に

て
行
い
ま
し
た
。皆
様
お
好
み
の
料
理
を

た
く
さ
ん
お

召
し
上
が

り
に
な
り
、

終
始
笑
顔

が
み
ら
れ
る

会
と
な
り

ま
し
た
。

（
藤
井
）

〜
福
祉
村
保
育
園
〜

　
１
月
の
お
誕

生
日
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
先

生
の
手
づ
く
り

の
カ
ー
ド
と
、み

ん
な
か
ら
の
ハッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ

の
お
歌
で
お
祝

い
を
し
ま
し
た
。

（
栁
）

〜
軽
費
老
人
ホ
ー
ム 

若
菜
荘
〜

　
１
月
５
日
に
素
戔
嗚
神
社
に
初
詣
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。若
菜
荘
で
は
、素
戔
嗚

神
社
へ
の
初
詣
が
恒
例
に
な
っ
て
お
り
、今

年
も
無
事
に

お
参
り
す
る

こ
と
が
で
き

た
と
入
居
者

様
は
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

（
白
石
）

　
１
月
17
日
、新
年
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
昼
食
に
利
用
者
様
の
ご
要
望
の
多
か
っ

た
イ
ク
ラ
の
ち

ら
し
寿
司
、大

き
な
エ
ビ
フ
ラ

イ
な
ど
を
正
月

の
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
召
し
上

が
ら
れ
ま
し

た
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（
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ス
事
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れ
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31
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に
書
き
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め
を
し
ま
し
た
。
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」の
漢
字
や
、

ご
自
分
の
目
標

を
お
書
き
に
な
っ

た
方
と
、お
ひ
と

り
お
ひ
と
り
の
個

性
の
出
た
素
敵

な
作
品
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。 

（
高
瀬
）

〜
医
療
法
人
さ
わ
ら
び
会
〜
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月
12
日
、新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
介
護
職
員
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。「
さ
く
ら
」や「
瀬

戸
の
花
嫁
」な
ど
、懐
か
し
の
名
曲
を
演
奏

し
、入
所
者
の
皆
様
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。 

（
西
潟
）

　
１
月
26
日
に
は
、豊
川
稲
荷
へ
お
参
り

を
し
ま
し
た
。豊
川
稲
荷
に
思
い
入
れ
の

あ
る
入
居
者
様
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
り
、久

し
ぶ
り
に
豊

川
稲
荷
に
参

拝
す
る
こ
と

が
で
き
た
と

皆
様
た
い
へ

ん
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ま
し
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。
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ヶ
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っ
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　私
の
家
族
は
夫

婦
二
人
、子
ど
も
三
人
、

犬
二
匹
の
総
勢
七
名
で
す
。今
の

時
代
、ペ
ッ
ト
も
家
族
と
い
う
流
れ
で
犬
も
人
数
に
入

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
長
女
は
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、今

は
六
人
家
族
で
す
。

　現
在
、家
族
内
の
最
年
長
は
14
歳
の
メ
ス
犬
と
な
り
、

人
間
で
い
う
と
72
歳
、家
族
全
員
の
年
齢
を
あ
っ
さ
り

と
追
い
抜
い
て
し
ま
い
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。最
近
は
年
を
取
っ
た
せ
い
か
耳
が
遠
く
な
り
、掃
除

機
を
か
け
て
も
全
く
気
付
き
ま
せ
ん
。怒
る
こ
と
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
犬
と
な
り
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。反
対
に
私
た
ち
は
ス
マ
ホ
で
目
を

酷
使
し
た
せ
い
か
眼
鏡
無
し
で
掃
除
機
を
か
け
た
も
の

な
ら
ば
時
間
を
無
駄
に
し
た
の
も
同
然
な
程
ゴ
ミ
を
吸

え
ず
、部
屋
が
綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　こ
の
よ
う
に
日
々
私
の
家
族
は
加
齢
や
身
体
の
変
化

等
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。今

と
い
う
時
間
を
家
族
で
共
有
し
、一
緒
に
過
ご
せ
る
こ

と
に
感
謝
し
、ま
た
新
し
い
年
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
願

い
た
い
で
す
。

relay column
Vol.191

長岡 健代

福祉村老人保健施設ジュゲム
介護福祉士

　
二
台
目
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
、買
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
。「
無
限
の
白
」の
回
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
ヨ
ー
グ

ル
ト
メ
ー
カ
ー
で
せ
っ
せ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
っ
て
い
た
の

で
す
か
、容
器
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
？
と
か
容
器
を
洗

う
の
が
面
倒
く
さ
い
と
か
、ま
あ
色
々
あ
り
ま
し
て…

牛
乳
パ
ッ
ク
に
お
好
き
な
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
入
れ
て
自
家

製
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
作
れ
ま
す
、と
い
う
細
身
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
メ
ー
カ
ー
を
見
つ
け
使
っ
て
み
た
い
、と
い
う
衝
動
が

抑
え
ら
れ
ず
購
入
し
ま
し
た
。早
速
牛
乳
を
買
っ
て
き

て
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
り
ま
す
。先
ず
は
牛
乳
パ
ッ
ク
を
全

開
し
ま
す
。計
量
カ
ッ
プ
で
１
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度

の
牛
乳
を
取
り
除
き
、開
い
た
空
間
に
同
量
の
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
入
れ
ま
す
。し
っ
か
り
と
底
の
方
ま
で
混
ぜ
、60

度
の
温
度
で
８
時
間
加
温
し
て
出
来
上
が
り
！
使
い

勝
手
は…

一
台
目
の
方
が
良
か
っ
た
で
す
。牛
乳
パ
ッ
ク

の
開
封
が
前
は
１
回
で
済
ん
だ
の
が
今
回
は
２
回
以
上

で
、し
か
も
保
温
を
す
る
と
き
は
し
っ
か
り
閉
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、綺
麗
に
開
封
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
、取
り
分
け
た
牛
乳
を
ど
う
す
る
の
か
？
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
か
ら
次
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

作
る
た
め
の
種
菌
を
清
潔
に
取
り
出
す
の
が
難
し
い

等
々
、実
際
使
わ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
事
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、一
台
目
で
作
る
事
に
決
定

し
ま
し
た
。二
台
目
を
何
に
使
お
う
か
考
え
て
い
る
と

目
に
留
ま
っ
た
の
が
出
汁
取
り
用
の
円
柱
系
の
ガ
ラ
ス

瓶
。「
こ
れ
、ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
に
入
る
か
な
？
」と

試
し
に
入
れ
て
み
る
と
丁
度
ぴ
っ
た
り
。早
速
ガ
ラ
ス
瓶

を
使
っ
て
水
と
米
糀
を
入
れ
て
甘
糀
を
作
っ
て
み
ま
し

た
。８
時
間
後
、ち
ゃ
ん
と
発
酵
し
て
甘
糀
が
で
き
て
い

ま
し
た
。甘
み
も
し
っ
か
り
つ
い
て
い
ま
す
。ブ
レ
ン
ダ
ー

で
米
糀
の
粒
を
滑
ら
か
に
し
保
存
容
器
へ
。ブ
レ
ン
ダ
ー

に
は
大
さ
じ
３
杯
程
度
の
甘
糀
を
残
し
そ
こ
に
卵
３
個

牛
乳
３
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
入
れ
回
す
と
プ
リ
ン
液

の
完
成
で
す
。１
５
０
度
に
温
め
た
オ
ー
ブ
ン
に
沸
騰
し

た
お
湯
を
は
っ
た
深
底
容
器
に
プ
リ
ン
液
を
入
れ
た
湯

呑
茶
碗
を
い
れ
３
０
分
程
度
加
熱
す
れ
は
甘
く
な
い
プ

リ
ン
の
完
成
で
す
。ト
ッ
ピ
ン
グ
に
は
ク
コ
の
実
と
み
り

ん
を
加
熱
し
た
蜜
を
か
け
れ
ば
ス
イ
ー
ツ
に
、出
汁
で

煮
た
シ
イ
タ
ケ
や
鶏
肉
、青
菜
に
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を

つ
け
て
か
け
れ
ば
茶
碗
蒸
し
が
で
き
ま
す
。プ
リ
ン
を
焼

い
て
い
る
間
に
塩
糀
、糀
と
塩
と
水
を
入
れ
６
０
度
８

時
間
で
出
来
上
が
り
ま
す
。他
に
も
コ
ン
ソ
メ
の
代
わ
り

に
使
え
る
玉
ね
ぎ
糀
や
青
ネ
ギ
、生
姜
、ニ
ン
ニ
ク
で
作

る
中
華
糀
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
変
わ
り
に
使
え
る
ト
マ
ト
糀

な
ど
、容
器
に
入
れ
て
お
手
軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
る

二
台
目
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
、大
活
躍
で
す
。

二
台
目
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第 118回

栄
養
士
の
つ
ぶ
や
き

栄
養
士
の
つ
ぶ
や
き

さ
わ
ら
び
キ
ッ
チ
ン

　
農
業
技
術
の
高
ま
り
に
よ
り
最
近
は
季
節
感
が
薄
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、筍
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
が
で
き

な
い
の
で
昨
今
に
珍
し
く
春
を
感
じ
る
食
材
の
一つ
で

す
。穂
先
が
黄
色
も
し
く
は
薄
黄
緑
色
で
、切
り
口
が

白
く
瑞
々
し
い
も
の
、ず
ん
ぐ
り
と
し
て
い
て
持
っ
た
と

き
に
重
み
の
あ
る
も
の
が
良
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。掘

り
た
て
の
鮮
度
が
良
い
筍
は
灰
汁
が
少
な
く
、皮
付
き

の
ま
ま
焼
き
筍
に
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。筍
は

掘
っ
て
か
ら
時
間
が
経
つ
ほ
ど
硬
く
な
り
、エ
グ
味
が
増

す
の
で
、で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
ア
ク
抜
き
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。ア
ク
抜
き
は
、筍
の
先
を
切
り
、外
皮

に
縦
向
き
に
包
丁
目
を
入
れ
、た
っ
ぷ
り
の
米
糠
と
赤

ト
ウ
ガ
ラ
シ
２
本
を
入
れ
た
湯
で
１
時
間
く
ら
い
茹
で

ま
す
。茹
で
上
が
っ
た
ら
火
を
止
め
、自
然
に
冷
ま
し
て

皮
を
む
き
、米
糠
が
完
全
に
取
れ
る
ま
で
十
分
に
流
水

に
さ
ら
し
ま
す
。温
か
い
う
ち
に
水
洗
い
す
る
と
ア
ク

が
抜
け
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

あ
か
ね
荘  

管
理
栄
養
士  

伊
藤 

志
帆

第
二
さ
わ
ら
び
荘 

E
P
A
介
護
福
祉
士
候
補
生

ダ
ル
シ
ー

出
身
●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 
西
ジ
ャ
ワ
イ
ン
ド
ラ
マ
ユ

学
歴
●AKPER D

H
ARM

A H
U
SAD

A

　
　
　

KED
IRI JAW

A TIM
U
R

私
の
ふ
る
さ
と

マレーシア

シンガポール

ジャワ島
パプア

ニューギニア

ブルネイ

インドネシア

フィリピン
マレーシア

シンガポール
ブルネイ

インドネシア

インドネシア

インドラマユ

インドネシア 西ジャワ州周辺の主要都市

スラバヤ
ジャカルタ

バリ島

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
第
二
さ
わ
ら
び
荘
で

働
い
て
い
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
ダ
ル

シ
ー
と
申
し
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西
ジ
ャ
ワ
で
イ
ン
ド
ラ
マ
ユ

か
ら
参
り
ま
し
た
。 

　

イ
ン
ド
ラ
マ
ユ
は
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
地
で
あ

り
、
人
々
も
マ
ン
ゴ
ー
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
加

工
食
品
や
マ
ン
ゴ
ー
飲
料
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
ン
ゴ
ー
チ
ッ
プ
ス
、
マ
ン
ゴ
ー
チ
リ
ソ
ー
ス
、

マ
ン
ゴ
ー
ケ
ー
キ
、
マ
ン
ゴ
ー
シ
ロ
ッ
プ
、
マ
ン

ゴ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
、
イ
ン
ド
ラ
マ
ユ

の
他
の
地
域
で
は
マ
ン
ゴ
ー
の
種
か
ら
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
め
る
の
は
珍
し
い
の
で
、
地
域
に
と
っ
て
は

確
か
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

イ
ン
ド
ラ
マ
ユ
に
は
ビ
ア
ワ
ク
の
島
も
あ
り
、

訪
れ
る
べ
き
興
味
深
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
こ

の 

１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
は
緑
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
植
物
も
豊
富
に
あ
り
、
高
い
と
こ
ろ
か

ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
島
の
名
前

は
、
こ
の
島
に
た
く
さ
ん
の
ビ
ア
ワ
ク
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
島
に
は
ビ
ア
ワ
ク
（V

aranus Salvador)

を
は
じ
め
、
多
く
の
野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
動
物
は
海
水
の
生
息
地
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
日
没

前
に
は
毎
回
、
体
長
20
セ
ン
チ
か
ら
１
・
５
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
ビ
ア
ワ
ク
数
十
匹
が
、
餌
と
な
る
魚

を
求
め
て
浜
辺
を
泳
ぐ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
島
へ
は
、
イ
ン

ド
ラ
マ
ユ
の
カ
ラ
ン
ソ
ン

（pelabuhan karangsong

）

港
か
ら
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を

利
用
し
て
約
３
～
４
時
間
で

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
こ
の

島
は
海
洋
公
園
や
美
し
い
観

賞
魚
、
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
な

ど
が
あ
る
海
洋
観
光
（w

isata 
bahari

）
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有

名
で
す
。
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日記 R6.1.6～R6.2.5

◆
病
院・ジ
ュ
ゲ
ム

１
月
９
日	

看
護
師
長
会
議

　
　

10
日	

豊
橋
技
術
科
学
大
学
に
て
学
生・教
職
員
の
健
康
管
理
、健
康

相
談
を
斉
藤
友
紀
子
医
師
が
行
っ
た

　
　

16
日	
ジ
ュ
ゲ
ム
幹
部
会

	
衛
生
委
員
会

　
　

17
日	

病
院
幹
部
会(

理
事
長・ゆ
か
り
副
理
事
長
参
加
）

　
　

23
日	

看
護
師
長
会
議

	

介
護
部
主
任
会
議

　
　

24
日	

豊
橋
技
術
科
学
大
学
に
て
学
生・教
職
員
の
健
康
管
理
、健
康

相
談
を
斉
藤
友
紀
子
医
師
が
行
っ
た

　

	

医
療
安
全
委
員
会

　

	

感
染
対
策
委
員
会

　
　

25
日	

Ｃ
Ｐ
Ｃ

◆
さ
わ
ら
び
荘・白
珠・常
盤

１
月
10
日	

牛
川
下
条
民
生
定
例
会（
高
柳
）青
陵
地
区
市
民
館

	

サ
ー
ラ
相
談
窓
口（
長
神
）エ
ム
キ
ャ
ン
パ
ス

	

職
種
別
主
任
ケ
ア
マ
ネ
会
議（
白
井
秀・伴
）つ
つ
じ
が
丘
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

	

石
巻
民
生
定
例
会（
白
井
秀
）石
巻
地
区
市
民
館

　
　

15
日	

全
国
介
護
事
業
者
連
盟
幹
事
会（
太
田
施
設
長
）W

eb

　
　

16
日	

愛
知
県
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会
役
員
会（
太

田
施
設
長
）W

eb

　
　

17
日	

サ
ー
ラ
相
談
窓
口（
松
下
）エ
ム
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

18
日	

石
巻
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
白
井
秀
）石
巻
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

22
日	

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
向
け
た
研
修
会（
伴
）市
役
所

	

保
健
師
会（
松
下
）W

eb

　
　

23
日	

青
葉
の
家
運
営
推
進
会
議（
石
黒
）グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
葉
の
家

	

家
族
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
松
下
）ほ
い
っ
ぷ

　
　

24
日	

社
会
福
祉
士
会
議（
高
柳・石
黒
）市
役
所

	

地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
係
職
員
研
修
会

（
伴
）名
古
屋

　
　

26
日	

老
人
ホ
ー
ム
三
河
部
施
設
長
会
議（
太
田
施
設
長
）カ
リ
オ
ン
ビ

ル

　
　

29
日	

医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
質
主
催
セ
ミ
ナ
ー（
石
黒
）豊

橋
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

30
日	

豊
橋
市
介
護
保
険
等
事
業
者
連
絡
会（
渡
邉
憲
・
太
田
英
・
白

井
秀・日
下
部・伴・長
神・日
和
田
）公
会
堂

	

愛
知
県
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会
名
古
屋
支
部

研
修
会（
山
田
）名
古
屋

	

愛
の
家
運
営
推
進
会
議（
松
下
）グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
の
家

　
　

31
日	

サ
ー
ラ
相
談
窓
口（
伴
）エ
ム
キ
ャ
ン
パ
ス

２
月
１
日	

ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン（
白
井
秀・長
神・伴・星
野・森
山・安
藤
）つ
つ

じ
が
丘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

	

洗
心
会（
石
黒
）洗
島
公
民
館

　
　

２
日	

圏
域
研
修
会（
日
下
部
・
森
山
）つ
つ
じ
が
丘
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー

　
　

４
日	

嵩
山
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
体
験
会
・
相
談
会（
白
井
秀
・
伴
）嵩
山

校
区
市
民
館

◆
第
二
さ
わ
ら
び
荘
・
カ
サ 

デ 

ロ
ー
ザ
・
カ
サ 

デ 

ヴ
ェ
ル
デ
・
カ
サ 

ブ
ラ
ン
カ
・
天
伯
・
フ
ジ

１
月
８
日	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ジ
新
年
会
〜
９
日

　
　

11
日	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
カ
サ
デ
ヴ
ェ
ル
デ
新
年
会・誕
生
会

　
　

15
日	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ジ
誕
生
会

　
　

16
日	

愛
知
県
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会
役
員
会

（
山
本
施
設
長
） W

eb

　
　

17
日	

カ
サ
デ
ヴ
ェ
ル
デ
家
族
会

　
　

22
日	

天
伯
誕
生
日
会

　
　

24
日	

日
本
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
支
部
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
長

会
議（
山
本
施
設
長
） W

eb

　
　
　
　
　

第
二
さ
わ
ら
び
荘
誕
生
会

　
　

26
日	

老
人
ホ
ー
ム
三
河
部
施
設
長
会（
山
本
施
設
長
）豊
橋
カ
リ

オ
ン
ビ
ル

	

第
二
さ
わ
ら
び
荘
家
族
会
役
員
会

	

第
二
さ
わ
ら
び
荘
関
連
施
設
経
営
会
議

　
　

30
日	

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
実
地
指
導　
　
　
　
　
　

２
月
１
日	

カ
サ
デ
ヴ
ェ
ル
デ
実
地
指
導

◆
シ
ャ
ト
ー
ロ
ー
ズ
八
町

◆
珠
藻
荘

１
月
10
日	

珠
藻
荘
経
営
会
議

	

鏡
開
き

　
　

11
日	
自
治
会
役
員
会　
　

　
　

17
日	
新
年
祝
賀
会

	

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
買
い
物
外
出（
利
用
者
３
名
参

加
）

　
　

18
日	

男
性
理
美
容

　
　

24
日	

火
災
想
定
防
災
訓
練

　
　

29
日	

医
療
的
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会（
鳥
居
）あ
い
ト
ピ
ア

	

大
規
模
災
害
時
の
体
制
検
討
会（
鳥
居
）あ
い
ト
ピ
ア

２
月
２
日	

副
安
全
運
転
管
理
者
講
習(

黒
柳
施
設
長
）ラ
イ
フ
ポ
ー
ト

と
よ
は
し

　
　

４
日	

豊
橋M

K

会
総
会（
田
中
）レ
ス
ト
ラ
ン「
高
千
穂
」

◆
フ
ェ
リ
ス
福
祉
村

１
月
９
日	

ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
ラ
ブ

　
　

９
日	

習
字
ク
ラ
ブ.

　
　

11
日	

つ
く
し
の
会
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

16
日	

習
字
ク
ラ
ブ

　
　

17
日	

ギ
タ
ー
歌
レ
ク

　
　

18
日	

ヨ
ガ
教
室

　
　

23
日	

習
字
ク
ラ
ブ

　
　

31
日	

誕
生
会

　
　

31
日	

採
用
面
接（
山
本
ゆ
か
り
専
務
理
事
）

２
月
１
日	

つ
く
し
の
会
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
若
菜
荘

１
月
10
日	

大
清
水
図
書
館
外
出

　
　

11
日	

イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
　

16
日	

喫
茶
な
か
よ
し

　
　

19
日	

理
容
の
日

　
　

25
日	

ピ
ア
ゴ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
　

26
日	

誕
生
会

　
　

29
日	

愛
知
県
老
人
福
祉
協
議
会
施
設
長
会
議（
施
設
長
）

２
月
１
日	

青
パ
ト
地
域
巡
回

　
　

２
日	

節
分
豆
ま
き

◆
あ
か
ね
荘

1
月
10
日	

嘱
託
医
診
療

　
　

11
日	

経
営
会
議

	

自
治
会・誕
生
日
会

　
　

12
日	

自
立
支
援
協
議
会　

入
所
・
短
期
入
所
事
業
所
連
絡
会
事

務
局
会　

あ
い
ト
ピ
ア（
曽
田
）

　
　

16
日	

苦
情
解
決
責
任
者
及
び
第
三
者
委
員
研
修
会（
村
越
）W

eb

　
　

17
日	

あ
か
ね
ホ
ー
ム
会
議

	

感
染
症
会
議

	

自
立
支
援
協
議
会

	

就
労
支
援
専
門
部
会
事
務
局
会（
鈴
木
巳
）あ
い
ト
ピ
ア

	

自
立
支
協
議
会
運
営
会
議（
鈴
木
巳
）あ
い
ト
ピ
ア

　
　

18
日	

令
和
５
年
度
相
談
支
援
従
事
者
主
任
研
修（
鈴
木
巳
）ウ
ィ

ル
愛
知
〜
19
日

　
　

25
日	

令
和
５
年
度
相
談
支
援
従
事
者
主
任
研
修（
鈴
木
巳
）ウ
ィ

ル
愛
知
〜
26
日

　
　

28
日	

自
閉
症
の
理
解
と
支
援（
岩
崎
）W

eb
	

障
害
者
テ
ニ
ス 

練
習
日（
鈴
木
巳・木
村・曽
田・佐
宗
）

　
　

30
日	

男
性
支
援
会
議

	

合
同
班
会
議

	

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修

	

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
課
程（
庵
原
）W

eb

～
31
日

　
　

31
日	

障
害
者（
児
）福
祉
関
係
職
員
基
礎
研
修（
岩
崎
）名
古
屋

	

口
腔
ケ
ア
助
言・指
導

	

令
和
５
年
度
相
談
支
援
従
事
者
主
任
研
修（
鈴
木
巳
）ウ
ィ

ル
愛
知

◆
明
日
香

１
月
10
日	

回
診
日

　
　

11
日	

青
パ
ト

　
　

12
日	

陶
芸
教
室

　
　

15
日	

自
治
会・工
賃
日

　
　

17
日	

目
的
に
合
わ
せ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
構
築
研
修（
彦
坂
こ
）

名
古
屋
〜
18
日

　
　

18
日	
ケ
ー
ス
会
議

　
　

19
日	

社
会
保
険
事
務
講
習
会（
藤
江
）

　
　

20
日	

ク
ラ
ブ
活
動

	

家
族
会
勉
強
会・家
族
会
役
員
会

　
　

26
日	

陶
芸
教
室

2
月
１
日	

青
パ
ト

　
　

2
日	

農
業
技
術
習
得
研
修

◆
明
日
香
ホ
ー
ム

１
月
22
日	

世
話
人
会
議

　
　

26
日	

世
話
人
会
議

◆
す
み
れ
ホ
ー
ム

1
月
18
日	

世
話
人
会
議

　
　

21
日	

誕
生
会

２
月
３
日	

防
火
管
理
者
研
修（
工
藤
）〜
４
日

◆
し
ろ
が
ね

１
月
９
日	

お
や
つ
作
り

　
　

10
日	

バ
ス
散
歩（
向
山
大
池
公
園 

）

　
　

11
日	

高
齢
福
祉
部

　
　

12
日	

在
宅
医
療
福
祉
部

　
　

15
日	

バ
ス
散
歩（
高
師
緑
地
公
園
）

	

人
と
の
関
わ
り
研
修

　
　

17
日 	

バ
ス
散
歩(

小
池
神
社)

	

新
年
会

　
　

18
日	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
委
員
会

　
　

19
日　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
～
24
日

　
　

29
日	

お
や
つ
作
り

　
　

31
日	

バ
ス
散
歩（
幸
公
園
）

２
月
５
日	

節
分
行
事・お
や
つ
作
り

◆
す
み
れ

1
月
4
日	

書
初
め

　
　

８
日	

新
年
会

　
　

18
日	

お
や
つ
作
り（
サ
ツ
マ
イ
モ
モ
ン
ブ
ラ
ン
）

◆
各
施
設
共
通

１
月
９
日	

障
害
福
祉
部
会
稼
働
率
向
上
戦
略
会
議

　
　

11
日	

高
齢
福
祉
部
会
議

　
　

12
日	

在
宅
医
療
福
祉
部
会 W

eb
	

障
害
福
祉
部
会 W

eb

　
　

15
日　

高
齢・障
害
フ
リ
ー
ジ
ア
会
～
16
日

　
　

22
日	

早
蕨
編
集
会
議

　
　

24
日	

さ
わ
ら
び
大
学

　
　

29
日	

朝
食
情
報
交
換
会 W

eb

　
　

30
日	

さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
経
営
企
画
会
議

14



<クラウドファンディング>
　社会福祉法人　弘和会

●プロジェクト名
　『【緊急募集】能登半島の地域福祉を取り戻す』
（石井県輪島市等）

●プロジェクト内容
　福祉避難所の運営及び介護・福祉活動の維持、損
壊建物・物品等修理、活動スタッフサポート等

能登半島地震災害募金
ありがとうございました

　１月２１日、防災訓練を実施しました。地震想定で行
い、地震が落ち着いた後、すぐに非難ができる窓際に
移動しています。ホーム入居者１５名が参加。皆様、
落ち着いて避難することができました。 （安田）

防災訓練を行いました
～共同生活援助事業所 すみれホーム～

支援金　￥500,000

さわらび会後援会寄附ご芳名
令和6年1月6日〜令和6年2月5日

たくさんのご寄付ありがとうございました。
計　57,000円

現在までにご寄附いただきました金額は
898,770,696円

10,000 円

5,000 円

10,000 円

10,000 円

1,000 円

20,000 円

1,000 円

●福祉用具紹介のコーナー

問い合わせ先 福祉サービス株式会社　☎（0532）66‐1011

メーカー小売希望価格：191，400円（税込）
※１割負担900円/月（税込）
　介護保険要介護２以上の方は介護レンタルが可能です。
　レンタル料は事業所によって価格が異なりますのでお問い合わせ下さい。

　可能な限りベットから出て過ごせるように、楽に、
安定した姿勢が取れるように配慮した設計です。
　簡単な操作で座面を昇降させて立ち上がりを
サポートします。立ち上がりやすく、姿勢が安定し
安いように配慮しています。
　「リフミア」はベットから出て自分らしい時間を過
ごすお手伝いをします。

（あかね荘障害者生活支援センター 曽田）

電動リフトアップチェアＬｉｆｍｉａ
リ フ ミ ア

※豊橋善意銀行を通して
▼三河海苔問屋協同組合様※
　焼き海苔・卓上海苔寄贈（珠藻荘）
▼高瀬則光様※
　精米20㎏寄贈（珠藻荘）
▼中部電力パワーグリッド株式会社豊橋支社※
　消毒液（さわらび荘）

2024年3月1日発行　　早   蕨　　第611号　毎月1日発行
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編集後記編集後記

2024年
3月
1日
発
行
　
早
蕨
　
第
611号

　
毎
月
1日
発
行

編
集
責
任
者
●
谷
さ
ゆ
り
　
印
刷
●
共
和
印
刷
㈱　
定
価
●
100円

●福祉村病院
　☎（0532）46‐7511
●福祉村老人保健施設  ジュゲム
　☎（0532）46‐7501
●特別養護老人ホーム  さわらび荘
　☎（0532）54‐3501
　法人本部　豊橋市浪ノ上町7‐2
●グループホーム  白珠
　☎（0532）66‐0082
●地域密着型サービス事業所  常盤
　☎（0532）62‐3370
●特別養護老人ホーム  第二さわらび荘
　ケアハウス  カサ  デ  ローザ
　☎（0532）37‐1209
●特別養護老人ホーム  カサ ブランカ
　☎（0532）69‐1701
●地域密着型サービス事業所  カサ デ ヴェルデ
　☎（0532）23‐5552
●特別養護老人ホーム  天伯
　☎（0532）48‐1113
●グループホーム  フジ
　☎（0532）54‐5477
●軽費老人ホーム  若菜荘
　☎（0532）48‐1138

●障害者支援施設  珠藻荘
　☎（0532）47‐1050
●障害者支援施設  あかね荘
　☎（0532）48‐2825
●障害福祉サービス事業所  明日香
　☎（0532）46‐6579
●福祉村障害福祉サービス事業所  しろがね
　☎（0532）48‐1032
●あかね荘  障害者生活支援センター
　☎（0532）38‐9090
●サービス付き高齢者向け住宅  シャトーローズ 八町
　☎（0532）52‐0005
●介護付き有料老人ホーム  フェリス福祉村
　☎（0532）47‐2202
●障害福祉サービス事業所  すみれ
　☎（0532）38‐5077
●共同生活援助事業所  すみれホーム
　☎（0532）29‐8180

理事長  山本孝之

　
さ
わ
ら
び
会
で
行
わ
れ
た
能
登
半
島
地
震
災
害

募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。今
回
は
社
会
福
祉
法
人
弘
和
会
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
入
金
い
た
し
ま
し
た
。弘
和

会
は
今
回
の
地
震
に
よ
り
建
物
が
全
焼
、倒
壊
す
る
な
ど
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。当
会
専
務
理
事
山
本
ゆ
か
り
が
弘
和
会

畝
和
弘
理
事
長
に
支
援
の
た
め
何
が
必
要
か
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。災
害

義
援
金
は
被
災
者
全
員
に
公
平
に
分
配
す
る
た
め
現
金
が
手
元

に
入
る
の
は
早
く
て
も
数
か
月
後
、自
治
体
へ
の
寄
付
は
主
に
各

自
治
体
の
水
道
道
路
な
ど
公
共
事
業
に
使
用
さ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
寄
付
は
活
動
資
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

弘
和
会
は
こ
の
困
難
な
現
状
の
中
で
も
高
齢
者・障
が
い
者
へ
の
福

祉
避
難
所
の
運
営
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
止
め
な
い
為
の
資
金

を
募
る
た
め
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
踏
み
切
っ
た
と
の
事
で

す
。最
後
に
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
安
全
と

ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
谷
）

　1月18・19日・25・26日の４日間 あかね荘障害者生活支援センターセンター長 鈴木が主任相談支援専門員の研
修に参加しました。
　豊橋では前年度までに２人が受講しています。　
　相談支援業務に関し十分な知識と経験を有する相談支援専門員が豊橋市の推薦を受けて参加し、地域づくり、
人材育成、困難事例への対応など地域の中核的な役割を果たすことができる者を養成する研修です。
　豊橋市では現在相談支援専門員が60人ほど（常勤やパートも含め）おり、2023年10月現時点で4,676人の計画を
立てています。相談員への計画の依頼が年々増加していますが、相談員は微増のため、丁寧な相談支援が行え
ず、質の担保ができていない事業所が出てきているという声も聞かれるようになってきました。
　主任相談支援専門員として、当法人内はもちろんですが、豊橋市内の相談支援専門員の人材育成の促進や体制
作りを構築することで、地域の利用者様が安心して生活をするための相談支援を提供できるよう尽力していきます。

（鈴木巳）

主任相談支援専門員の研修に参加しました
～あかね荘障害者生活支援センター～
主任相談支援専門員の研修に参加しました
～あかね荘障害者生活支援センター～


